
講 話 ＝ ｉｎ 日 本 山 岳 会 （ 三 水 会 ）

丹 沢 あ れ こ れ

田 中 文 夫

２０１９年 １１月 20日 （水）

日 本 山 岳 文 化 学 会 正 会 員



日 本 山 岳 文 化 学 会

日本学術会議協力学術研究団体

山岳に関する幅広い研究活動と大会発表

論集、機関紙、会報を発行

設 立 ： 2003年3月

会員数 ： 300余名



丹沢山麓 山 岳 文 化 講 座 等
中村純二先生 と・春・夏・秋 ⇒ 計１０回

第１回目 ➡ ２０１４.年２月１９日 in おおすみ山居

第１０回目 ➡ ２０１８年１０月２０－２１日 in 作治小屋



横浜港シンボルタワー（航路標識）神奈川県立歴史博物館

かながわアートホール（音楽ホール）金沢シーサイドライン本社＆車輌基地

設計作品（㈱国設計）建築設備士６８歳で引退

< 電気設備担当 >



◆ 青 春 の ヒ マ ラ ヤ に 学 ぶ （2001年） 文芸社

◆ 頂 の か な た に （2003年） 日本文学館

・ 若 き 日 の 山 々 （2014年）

・ 老 い の 道 標 （2014年）

登 山 の 総 合 人 間 学 （2015年） 国立国会図書館蔵書

登 山 の 生 態 分 類 （学） （2016年） 国立国会図書館蔵書

山の空気 森のざわめき （2017年） 国立国会図書館蔵書

・ 山 と 美 の 終 焉 （2017年） 国立国会図書館蔵書

・ 雑 学 日 本 文 明 物 語 （2018年） 国立国会図書館蔵書

・ 烏 尾 山 仲 尾 根 物 語 （2018年）

・ 丹 沢 山 麓 山岳文化集 （2018年） 国立国会図書館蔵書

共著＝中村純二・あや、田中文夫、岩楯岳一・志帆、 編集＝田中文夫

・ 複雑学 日本文明物語＆哲学 （２０１９年） 英文対訳中



真 土 大 塚 山 古 墳 発 掘 に 参 加

平塚市立 大野中学校 社会部 部長を務める

（卒業アルバムより）

1,960年＝中学３年生の時
鏡＝太陽神の象徴





檜洞丸山頂から富士山と山中湖 撮影＝高田篤

↑
山中湖



徐福＝渡来 （ＢＣ２１９年）

老若男女5,000人と百工
九州：佐賀：有明～金立山

安曇族と徐福（蓬莱山・百工）
安曇族＝水田稲作：鉄器
蓬莱山 ＝安曇野：穂高

徐福（秦）一族と相模國
蓬莱山＝丹沢山塊

秦野＝秦一族定住の地

徐福～終焉の地
蓬莱山＝不死山＝富士山

大山守命→宮下→宮下文書

莵道稚郎子命伝承
相模國第四宮＝前鳥神社
１５菊花紋と真土大塚山古墳

不二阿祖山太神宮
富士山の鬼門に配置
富士山噴火鎮静のため

富 士 山 麓 古 代 物 語 ～ 資 料



❶ ・・・神代

超古代王朝神話＝富士吉田～忍野 ←『徐福伝』に残す

❷ ・・・BC200～４世紀

阿祖山太神社（山宮）← 大山守命（応神２男）宮下文書
AD 800年 → 富士山大噴火 → 避難（秦野～寒川）
寒川神社（里宮）← 相模國第一宮 ← １６菊花紋

❸ ・・・３～４世紀

相模國第四宮 ←前鳥神社・大塚山古墳（応神６男）
応神天皇の立太子（自害）→ 応神４男が16代＝仁徳天皇
前鳥神社紋章＝１５菊花紋、天皇家紋章＝１６菊花紋

※ 弘法大師伝承はその後・・８世紀末

うじのわきいらっこの みこと

じょふく

おおやまもりの みことあそやまたい じんじゃ



❶ 富 士 山 麓 高 天 原 伝 承・・・神 代

① 天神７代・・・次スライド参照

地神５代・・・次スライド参照

② 富士山信仰 ＝ 富士本源論

・富士山は宇宙の起源→富士山 天上界＝蓬莱山高天原天都洲

・富士山は日本の中心 → 地形、神話

・天神渡来（天神７代）→ 地神伝承（地神５代）→ 九州・高千穂
～遷都（うがやふきあえず朝、神皇2,741年）→ 人皇（神武天皇）

③ 富士山 ＝ 阿祖山 → 阿祖山太神宮（世界最古の神宮）

・アソ＝アイヌ語「燃える山」＝活火山→阿祖山＝不二＝不死

・高天原宗廟天社大宮阿祖山太神社 → 阿祖山太神宮
← 天照大神が創建 ← 歴代高天原王朝で即位式

・宮司 → 宮下家が代々務める

ユーラシア大陸降臨
原初の神＝伏羲＝（神農）

（始原の神）

（ふぎ）
< 農作比古尊 >

かみよたかまのはら

< 大和へ遷都 >

富士



農
立
比
古
尊農

作
比
古
尊

農
佐
比
古
尊

豊斟渟尊

天神７代

埿土煮尊

大戸道尊

面足尊

伊弉諾尊

地神５代

天
照
大
神

天
之
忍
穂
耳
尊

瓊
瓊
杵
尊

日
子
火
火
出
見
尊

鵜
茅
葺
不
合
尊

伊弉冉尊

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

① ② ③ ④ ⑤

富 士 高 天 原 王 朝 系 図
「 神皇紀 」

三輪義熈・編、宮下文書ダイジェスト版、大正時代

いざなぎ

いざなみ

神武天皇

天
の
神
格

神
農
神
話

じんのうきみわよしひろ

の

う

さ
く
ひ
こ

の

う

さ

ひ
こ

の

う

た

て
ひ
こ

古
事
記

←

高
御
産
巣
日
神

た
か
み
む

す
ひ

天
皇
家
始
祖

BC660年
人皇＝初代

→

阿
祖
山
太
神
宮
創
建

国
常
立
命 に

に

ぎ

ひ
こ

ほ

ほ
で
み
（
山
幸
彦
）

う
が
や
ふ

き

あ
え

ず

神皇＝５１代

神后摂政＝２５代
２,７４１年間

（

不

二

合

須

朝
）

（
即
位
式）

あ

ま

の

お
し
ほ
み
み

< 大和へ遷都 >

九州・高千穂

豊
玉
姫

日本書紀

国
狭
槌
命

< 天 孫 降 臨 >

< 天 祖 降 臨 >

高座山～寒川の神廟 ←うがやふきあえず

忍野村

（遷都・天孫降臨）

※ 古事記、日本書紀は富士高天原王朝を抹消



❷ 徐福伝承と宮下文書・・・BC200～４世紀

① ＢＣ２１９年 徐福 渡来 ＝ 不老長寿の薬草探しの命 → 蓬莱山

中国 → 九州・佐賀 → 日本各地（安曇野）→ 富士山麓・終焉の地

・始皇帝崩御により日本帰化 → 富士山麓古代神話を記録＝「徐福伝」

・神仙思想 → 不死の薬草（蓬莱山）→ 不死山 → 不二山 → 富士山

② 富士山 ＝ 阿祖山 ← 阿祖山太神宮 ← 山宮

③ 大山守命（応神２男）→ 阿祖山守護の勅命 →「徐福伝」研究
→ 宮司の娘を娶り「宮下」を名乗る

・研究成果→「宮下文書」→ 写本が繰り返される（写本正書）

・AD 800年・富士山大噴火 → 宮下文書 → 寒川神社を祀る

・寒川神社（里宮）← 相模國第一宮 ← １６菊花紋

・AD 1,282年・相模川氾濫「正書」流失 → 写本は山宮保存

あ そや ま た い じ ん ぐ う

（第26代 宮下源太夫元秀）

< 秦の始皇帝の命 >じ ょ ふ く

阿計日登王
（あけひとおう）



❸ 莵道稚郎子命伝承 ・・・３～４世紀

< AD 300年前後 >
う じ のわ き い ら っ こ

< 第15代 応神天皇 没後 >

第２皇子・・大山守（反乱→殺害 ）→ 富士山麓 → 宮下文書

相模國第一宮・寒川神社保存 ← AD800年 富士山噴火

第４皇子・・大鷦鷯 → 第16代 仁徳天皇 AD310年

←皇位の譲り合い ← 謙譲の美徳（日本人の心）

第６皇子・・莵道稚郎子（立太子自害）→ 相模國第四宮 前鳥神社

1960年（中３）社会部の時、発掘調査参加 → 真土大塚山古墳

おおさざき

おおやままもり

うじのわきいらっこ

（１６菊花紋）

（１５菊花紋）

富士山 ← 真西



天皇の系図ー１ （神武天皇～景行天皇）



天皇の系図ー２ （景行天皇～継体天皇）



天皇の系図ー３ （継体天皇～天智天皇）



相模國 第一宮 寒 川 神 社

第一宮 → 寒川神社 （寒川町）
第二宮 → 川匂神社 （二宮町）
第三宮 → 日比田神社（伊勢原市）
第四宮 → 前鳥神社 （平塚市）
第五宮 → 平塚八幡宮（平塚市）一國一社
総 社 → 六所神社 （大磯町）

１６菊花紋

（１６方位に光る太陽紋）



相模國 第四宮 前 鳥 神 社

１５菊花紋



旧＝田村の渡し場
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❶ 風 景 写 真・・・高 田 篤 氏 提 供

❷ 一般登山ルート

❸ 動物、植物

❹ 水無川 作治小屋・・・太陽光発電LED照明

❺ 水無川 戸川公園と「おおすみ山居」



2019.1.14 撮影＝高田篤



2014.8.2 撮影＝高田篤



撮影＝高 田 篤



2018.5.19 撮影＝高田篤



雪の三ノ塔から ～ 富士山 撮影＝田中文夫



雪の三ノ塔から ～ 塔ノ岳 撮影＝田中文夫
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マルガヤ尾根（冬）～ 928mピーク

鍋割山 鍋割山稜



鍋割山 鍋割山稜



鍋割山
鍋割山稜



烏 尾 山 仲 尾 根 ～ 雨 氷 樹



烏尾山仲尾根 ～ 雨氷で折れた枝



書策新道 ～ 大日鉱山・マンガン鉱採掘跡

昭和８年頃より試掘が始まり、戦後までマンガン鉱を採掘
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戸川林道の ア ラ イ グ マ 2017. 4



木ノ又尾根の シ カ 2017. 1



マ メ ザ ク ラ

ミ ツ バ ツ ツ ジ



マ ル ガ ヤ 尾 根

鍋 割 山 稜マ ル ガ ヤ 尾 根



神奈川県立 秦 野 戸 川 公 園 2017. 4





食用 ＝ 高級フランス・イタリア料理 食材



ユリ科 ユリ属 根は食用

花言葉 ： 純潔・無垢・威厳・荘厳



（6月）

アジサイ科 ウツギ属 花言葉＝秘めた恋、秘密、潔白

拡大



（９月）

タテバチョウ科



ミズキ科 ミズキ属 花言葉＝友情

拡大



キンポウゲ科 オダマキ属

花言葉 ： 断固として戦う

キク科 ニガナ属

花言葉 ： 忍耐、人知れぬ努力



10月

10月

10
月



リンドウ科 センブリ属 当薬（腹痛）

花言葉 ： 義侠愛（ 弱き者を助ける）



10月 10月

10月9月



10月
キク科 アキノキリンソウ属

花言葉 ： 気を付けての心を伝える





ズボンに上がる

吸 血 跡
防除剤

（
効
果
は
少
な
い
）

（
塩
が
一
番
効
果
あ
り
）





長 時 間 の ご 静 聴

誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た

講 話 ＝ ｉｎ 日 本 山 岳 会 （三 水 会）

２０１９年１１月２０日 （水）

田 中 文 夫


